
ルリビタキ（留鳥）

堺いきもの通信では

堺のいきものや、生物多様性を

もっと多くの人に知ってもらうために

実際に堺市内で見られるいきものを

写真でご紹介します！



12月～2月に堺市内で見られる！

堺市の生物多様性を知るには
「堺にはいろんないきものがいて

いろんなすみかがある」
と知るところから！

たくさんの個性豊かないきものたちが
つながりをもって生きていること

って？

シロハラ（冬鳥）

キタキチョウヒレンジャク（冬鳥） ヤマトサンショウウオ

エノキタケ

ホトトギス ウメ（紅梅）

カブトムシ（幼虫）



～寒くても元気！冬に見られるいきもの～

も っ と 生 物 多 様 性 を 感 じ て み よ う ！

この冬号には鳥の写真がたくさん掲載されていることにお気

づきですか？寒さに弱い昆虫たちは冬の間じっとしているこ

とが多く、あまり姿を見ることはできません。ですが、鳥は

冬でも活動している姿が見られます。より暖かいところで過

ごすために他の地域からやってくる「冬鳥（ふゆどり）」や、

年中見られる「留鳥（りゅうちょう）」など、堺市内でも

様々な鳥を見ることができます。鳴き声が聞こえたら、周り

を見てみてください。鳥たちとの素敵な出会いがあるかもし

れません。もし出会えなくても大丈夫！堺いきもの情報館で

開催したイベント「堺バードグランプリ」の結果まとめペー

ジを見れば、すぐにたくさんの鳥たちと出会えますよ。

いきものたちはどこにすんでいるのか？
ぜひ、写真を見ながら考えてみてください。背景に
写る景色や風景が大きなヒントです。
草、木、水、土など様々な自然環境が写りこんでい
て、いきものたちがどんなところにすんでいるのか
想像できると思います。
草の背丈はどのくらいなのか、木々の茂り具合はど
うか、水辺の場合そこはため池なのか湿地なのか、
それとも川なのか…。
実際に、堺市内には草地のある公園やため池、河川、
木々が茂る古墳や南部丘陵など、いきものたちのす
みかがたくさんあります。きっとみなさんの身近な
場所にも、様々なすみかとそこにすむいきものたち
がいるはずです。
このように様々なすみかがあることを生物多様性の
ひとつである「生態系の多様性」といいます。生物
多様性とは身近なものなんですよ！

いきものたちの

すみか

いきものの写真がもっとみたい！生物多様性について楽しく学びたい！という方は

最終ページのQRコードなどから へアクセスしてみてくださいね！
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生物多様性

寒い季節がやってきました。寒い時にはヒーターやストーブなどですぐに

温まりたいですよね。電気やガスがなかった時代、里山で暮らす人々は薪や

炭などを燃料とし、囲炉裏や火鉢に火を起して暖を取っていました。薪は他

にも、風呂や“かまど”など、いろんな生活場面で使用されていました。かつ

ての里山は田畑や雑木林などの様々な生態系が存在し、人々はそこから得ら

れる資源を有効に活用していたのです。

このように生態系から資源を得ることを「供給サービス」といい、里山に

暮らす人々の衣食住と供給サービスは密接に関係していました。時代と共に

里山と人々の関わり合い方も変わり、薪をくべることも少なくなりましたが、

我々は今もなお、たくさんの供給サービスを受けています。

田畑で作られる米や穀物、野菜といった食料資源なども供給サービスのひ

とつ。生物多様性が私たちにもたらしてくれる恩恵は、こんなに身近なとこ

ろにたくさんあるのです。
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